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第 1 章は序論であり、この研究の背景及び目的を述べている o
第 2 章はチャーフ。パルス増幅法による短パルス超高強度レーザーの開発に関して述べており、 40TW ものレーザー出
力を得ることができた。
第 3 章はレーザーパルスのスペクトル制御によるパルス波形の成形に関して述べており、スペクトル制御によりレー
ザーパルスのパルス幅を減少し、レーザー出力を 70TW に向上させた。
第 4 章は超高強度レーザーと固体密震プラズ、マとの相互作用による高密度高エネルギー電子の生成とそのプラズ‘マ中
での伝搬機構に関して述べている o
第 5 章は超高強度レーザープラズ、マ相互作用により生成する高密度高エネルギー電子による圧縮プラズマへの加熱に
関して述べている。
第 6 章は超高強度レーザープラズマ相互作用による高密度高エネルギーイオンの生成機構の解明に関し述べており、
イオンの加速機構が荷電分離により生成する静電場加速であることを解明したD
第 7 章は超高強度レーザープラズ、マ相互作用による高密度高エネルギーイオンによる国体密度プラズマ内での不安定
核の生成に関し述べている o
第 8 章は総論である。
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論文審査の結果の要旨
超高強度レーザーとプラズ、マとの相対論的な相互作用により、高エネルギーの電子やイオンが発生する o 羽原君は
まずレーザーのスペクトルを制御することにより、高強度レーザーのパルス幅を短縮する方法を考案・実施した。こ
れまではレーザーの増幅に伴って利得の狭帯域幅がおこり、パルス幅の広がりが避けられなかったが、この成果によ
り相対論的相互作用を起こすのに必要なレーザー強度を発生できるようになった。つぎに高エネルギーの電子によっ
て核融合燃料が加熱されていることを初めて示し、さらに電子の作る電場によって生成されたイオンの運動量分布を
初めて実験的に示し加速の機構を推定した。この研究は超高強度レーザーにより核融合燃料を加熱するという高速点
火の理工学的基礎を明らかにしたものであり、博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める o
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